
（１） 　　　第６９４号日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２４年（令和６年）１１月３０日

本学のシンボルマーク

年　６　回

姉妹校交換学生International
Exchange

中山医学大学口腔医学院前、周明勇理事長（中央）と本学学生（台湾）

戸谷収二病院長の両側、研修修了証をもつマンチェスター大学学生（新潟）

WELCOME歓迎！　菊池憲一郎歯学部長と中山医学大学学生（東京）

　

10
月
27
日
に
投
開
票
さ
れ

た
第
50
回
衆
院
選
に
お
い
て

長
谷
川
嘉
一
先
生
（
67
回

卒
）
は
、
立
憲
民
主
党
よ
り

群
馬
３
区
で
立
候
補
し
、
比

例
区
の
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
１

長
谷
川
嘉
一
先
生

    

衆
院
選
に
２
回
目
の
当
選
！

　

２
０
２
４
年
秋
の
叙
勲
に

お
い
て
、
堀
憲
郎
前
日
本
歯

科
医
師
会
長
（
68
回
卒
）

は
、
旭
日
重
光
章
を
受
章
さ

れ
た
。

　

本
学
の
櫻
岡
充
名
誉
教
授

堀
前
会
長
旭
日
重
光
章

櫻
岡
、又
賀
名
誉
教
授
が
受
章

位
で
当
選
し
た
。

　

長
谷
川
先
生
は
、
平
成
29

年
に
群
馬
県
議
か
ら
衆
院
選

に
初
当
選
し
、
今
回
は
２
回

目
の
当
選
と
な
る
。

歯
　
鏡

▼
10
月
10
日
の
朝
刊
「
首
相

動
静
９
日
」
欄
に
、「
８
時

43
分
、
参
院
第
２
別
館
着
。

歯
科
診
療
所
で
歯
の
治
療
。

同
53
分
同
所
発
。」
と
あ
り

ま
す
。
９
日
は
衆
議
院
解
散

の
朝
、
重
警
護
の
中
、
分
刻

み
の
受
診
で
し
た
。

　
同
診
療
所
の
院
長
は
、
本

学
70
回
卒
の
山
内
佳
奈
子
先

生
で
す
。
先
生
は
30
余
年
、

同
院
長
を
務
め
、
石
破
茂
議

員
は
長
年
の
患
者
さ
ん
で
す
。

総
理
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
初

め
て
の
治
療
で
し
た
。

▼
「
東
京
デ
ン
タ
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」
が
、

12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
学
の
東
京
短
期
大
学
学

長
・
生
命
歯
学
部
口
腔
外
科
の

小
林
隆
太
郎
教
授
が
、「
こ
れ

か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
た

め
に
～
口
活
！
「
口
腔
健
康
管

理
」
の
チ
カ
ラ
～
」
を
講
演
さ

れ
ま
す
。「
口
活
」
と
い
う
新

語
が
つ
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
井
出
公
一
先
生
（
65
回

卒
）
の
歯
科
医
院
か
ら
観
た

「
コ
ン
ビ
ニ
富
士
山
」
が
、

今
年
の
流
行
語
大
賞
30
語
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
た
し
て
、
年
末
の
ト
ッ

プ
賞
に
輝
く
で
し
ょ
う
か
？

▼
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
科

同
窓
会
の
創
立
90
周
年
記
念

式
典
が
、
８
月
31
日
に
都
内

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
５
０
人
ほ
ど
が
参
加

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
同
大
学
と
東
京
工
業
大
学

の
統
合
す
る
東
京
科
学
大
学

が
、
10
月
１
日
に
新
た
に
開

学
し
ま
す
の
で
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
歯
科
同
窓
会
と
し

て
は
、
最
後
の
同
窓
会
と
な

り
ま
す
。

　
最
初
の
国
立
歯
学
部
で
あ

る
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
96

年
の
歴
史
が
閉
じ
ら
れ
ま
し

た
。
嗚
呼
！
（
S
・
N
）

　
日
本
歯
科
大
学
の
姉
妹
校

交
換
学
生
制
度
は
、
学
部
学

生
の
国
際
交
流
の
場
で
あ

り
、
本
学
独
自
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
１
９
８
６

年
夏
に
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ

ン
大
学
に
学
生
６
名
を
派
遣

し
、
同
大
学
か
ら
２
名
を
受

入
れ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
１
９
年

の
派
遣
・
受
入
れ
を
実
施
し

た
後
、
中
断
し
て
い
た
が
、

２
０
２
３
年
の
台
湾
の
中
山

医
学
大
学
か
ら
の
受
入
れ
と

２
０
２
４
年
の
同
大
へ
の
派

遣
の
再
開
を
皮
切
り
に
、
本

年
は
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
大
学
か
ら
の
受
入
れ

を
再
開
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
派
遣
と
受
入

れ
の
総
計
は
、
４
５
１
名
と

な
る
。

２
０
２
３
年

　
中
山
医
学
大
学
の
学
生
４

名
は
、
10
月
２
日
新
潟
に
到

着
し
た
。
同
日
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
の
後
、
新
潟
生

命
歯
学
部
の
臨
床
系
講
座
や

新
潟
病
院
の
各
診
療
科
を

回
っ
て
研
修
し
た
。

中
山
医
学
大
学
（
台
湾
）

　
休
日
に
は
、
新
潟
生
命
歯

学
部
の
学
生
と
新
潟
市
内
を

観
光
し
て
交
流
し
、
10
日
に

研
修
修
了
証
を
授
与
さ
れ
た

後
、11
日
に
東
京
へ
移
動
し
た
。

　
12
日
は
生
命
歯
学
部
の
臨

床
系
講
座
と
附
属
病
院
の
診

療
科
を
回
っ
て
見
学
し
、
15

日
帰
国
し
た
。

２
０
２
４
年

　
台
湾
・
台
中
市
の
中
山
医

学
大
学
へ
は
、
本
学
か
ら
両

学
部
の
学
生
４
名
を
、
３
月

７
日
か
ら
14
日
ま
で
派
遣
し

た
。
病
院
で
の
研
修
で
は
各

診
療
科
を
回
り
、
休
日
に
は

台
北
を
観
光
し
た
。

　
中
山
医
学
大
学
の
学
生
４

名
は
、
10
月
７
日
新
潟
に
到

着
し
た
。
同
日
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
前
か
ら
、
医
の

博
物
館
を
含
む
学
内
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
。
８
日
か
ら
新

潟
生
命
歯
学
部
の
臨
床
系
講

座
や
新
潟
病
院
の
各
診
療
科

を
回
り
、
在
宅
ケ
ア
新
潟
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
訪
問
診
療
見
学

に
も
同
行
し
て
研
修
し
た
。

　
休
日
に
は
新
潟
生
命
歯
学

部
の
学
生
と
新
潟
市
内
を
観

光
し
て
交
流
し
、
15
日
に
研

修
修
了
証
を
授
与
さ
れ
た
後
、

16
日
に
東
京
へ
移
動
し
た
。

　
17
日
か
ら
生
命
歯
学
部
の

臨
床
系
講
座
と
附
属
病
院
の

診
療
科
を
回
っ
て
見
学
し
、

20
日
に
帰
国
し
た
。

２
０
２
４
年

　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の

学
生
２
名
は
、
７
月
27
日

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

は
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ

れ
た
。

　

本
学
の
又
賀
泉
名
誉
教
授

（
64
回
卒
）
は
、
瑞
宝
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
た
。

東
京
に
到
着
し
た
。
29
日

の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
の

後
、
生
命
歯
学
部
の
臨
床
系

講
座
や
附
属
病
院
の
各
診
療

科
を
回
っ
て
研
修
し
た
。
生

命
歯
学
部
の
学
生
と
都
内
で

会
食
す
る
な
ど
交
流
し
た
。

　
４
日
に
新
潟
に
移
動
し
、

新
潟
生
命
歯
学
部
の
臨
床
系

講
座
や
附
属
病
院
の
各
診
療

科
を
回
っ
て
研
修
し
た
。
６

日
に
研
修
修
了
証
を
授
与
さ

れ
た
後
、
新
潟
生
命
歯
学
部

の
学
生
と
新
潟
県
内
、
新
潟

市
内
を
観
光
し
て
交
流
し
、

９
日
に
新
潟
を
去
っ
た
。

２
０
２
３
年

【
中
山
医
学
大
学
】

M
r.  Chia-Liang Lin

M
r.  W

ei-W
en Chang

M
s.  Boyun Liu

M
s.  Zixian Cheng

２
０
２
４
年

【
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
】

受
入
れ
学
生

M
r.  A

ryan Panchm
atia

M
s.  Rachel Lee

【
中
山
医
学
大
学
】

M
r. Cheng-Yuan H

ou
M

s. H
sin-Jung Chang

M
s. W

en-H
sin W

u
M

r. Tsan-M
ing Yeh

２
０
２
４
年

【
中
山
医
学
大
学
】

生
命
歯
学
部
　
宮
川
　
美
紀

　
　
　
　
　
　
吉
田
有
輝
子

新
潟
生
命
歯
学
部

　
永
森
　
隆
太

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
祐
美

派
遣
学
生



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２４年（令和６年）１１月３０日 （２）第６９４号

冬至 清津峡渓谷トンネル内でバンザイする日英の交換学生 初雪

ギ
ネ
ス
渡
邉
悦
郎
先
生

　
内
閣
府
よ
り
エ
イ
ジ
レ
ス
章
受
く

　
先
に
国
際
ギ
ネ
ス
委
員
会

よ
り
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に

「
最
高
齢
の
歯
科
医
師
（
男

子
）
」
と
し
て
認
定
・
登
録

さ
れ
た
渡
邉
悦
郎
先
生
（
40

回
卒
・
山
梨
県
）
は
、
内
閣

府
よ
り
令
和
６
年
度
エ
イ
ジ

レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
と
し

て
、
エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
授
与

さ
れ
た
。

　
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実

践
者
と
は
、
年
齢
に
と
ら
わ

れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
の

下
で
、
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
高
齢
者
を
い
う
。

　
晴
れ
の
授
与
式
は
、
９
月

24
日
に
山
梨
県
庁
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
、
渡
邉
先
生
に
書

状
・
記
念
楯
が
授
与
さ
れ
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
長
田

敬
五
教
授
の
最
終
記
念
講
義

は
、
８
月
30
日
に
新
潟
生
命

歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
多
数
の
教
職
員
・
学

生
が
聴
講
し
た
。

長
田
教
授
（
新 

潟

初
年
次
教
育

）
最
終
講
義

　
演
題
は
「
振
り
返
れ
ば
、

そ
こ
に
⋮
」。
１
時
間
の
講

義
終
了
後
、
藤
井
一
維
学
長

よ
り
記
念
楯
、
中
原
泉
理
事

長
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
。

新
潟
は
道
川
教
授

　「
に
い
が
た
健
活
講
座
」

が
、
市
内
の
新
潟
日
報
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
、
９
月
29

日
に
開
催
さ
れ
た
。
本
学
新

潟
生
命
歯
学
部
の
高
齢
者
医

療
学
の
道
川
誠
教
授
が
、

「
認
知
症
＋
脳
活
」
を
テ
ー

マ
に
歯
科
疾
患
と
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
と
の
関
係
に
つ
い

て
解
説
し
、
歯
科
疾
患
が
認

知
症
の
危
険
因
子
の
一
つ
で

あ
り
、
歯
科
疾
患
で
認
知
症

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を

説
い
た
。

東
京
は
菊
谷
教
授

　
東
京
都
歯
科
医
師
認
知
症

対
応
力
向
上
研
修
と
し
て
、

生
命
歯
学
部
の
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
菊
谷
武
院
長
が
、

11
月
29
日
に
「
歯
科
と
認
知

症
～
歯
科
医
院
で
知
る
、
支

え
る
認
知
症
～
」
を
講
演
す

る
。

　
同
研
修
は
、
歯
科
医
師
と

歯
科
医
療
従
事
者
３
０
０
名

を
対
象
と
し
て
、
W
E
B
開

催

：

ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
。

歯
科
と
認
知
症
研 

修

講 

座

ウェルカム・パーティで、学食に勢ぞろいした中山医学大学学生、本学学生・教職員一同（新潟）




